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現段階における施設イメージです。
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新 たな 拠点 とな る本 施設 に は、 市の 東部 に点 在し て いる 複数

の 施Ξ1を 現 合化 し て機 能を 集約 する こと で 、様 々な ヒト に 交

流の 匈 を 提供 すると とも に 一元 化 古れ た行 政 サ ービス を 行

う こと が できる ’交 流拠点 。 として 飽 禰t. ます。 市全 体の 位

巴 関係に 着目す ると 、 西部 には 行 敵拠 点 であ る市徊河 本庁 舎 、

中 部 には 知 の拠点 であ るア キシ マエ ン シス が位ll し て い ます、

これ らの 拠点 がｓ ’自な位 置 阿係 にあ る こと から 、各 々 が相 互

に 間 わりあ うこと で 、市内 に おけ る 極々 なニ ー ズ↓こ対応 し た

行 敢 サービ ス の捷 供が 期待 でき ます、
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市民禰 合　 皿 括

交流 拠点 施殴 支狐センタｰ

囃聶･ 売店

交涜SS点 八４勧鴎 約

抑 や 俳I`

商 工会

勁勁11民共俯会

施政 慨ぷＸ ぐ･Sン1.1ノト リング3

勁 鯉)各機廓fl 佃の換剖 恥 ぐ1j4 くシームレスに習洽 された

一仙恢｣ を口拙した蛙設で す。

佑災拠点

厩 は状況に 応じて吹1 緞 廊へ1色替え｣ 喉i恋帳換Jできる箆廠 です。
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